























































論文の構成としては、まず S2.で福島方言の文末諦ケの性格づけを行う。その後、 S 3.で福
島方言にはノダとケに分けて説明することのできないひとまとまりの文末表現ノダッケ











ない(つまり、東京方言のケに近い)ことを示す (S 2.2.) 。
1) 筆者に関する情報は以下の左おり。
1982 年福島県保原町(現伊達市)生まれ。両親とも保原町出身。
居住歴一命・5 歳:福島県福島市 5・7歳:同保原町 7-12 歳:同郡山市













述の厚い山形市方言の場合(渋谷 1999、竹田 2ω4) を取り上げ、その特徴を概観する。
渋谷 (1999) によれば、山形市方言のケはモダリティ的に、記憧の検索による f思い出
しj や見てきたことの「報告j という用法を持つ。
(4) そういえば太郎はそのころ時々東京にイッタケなあ(思い出し)


















2) 山形県南陽市(金田 1989) 、山形県鶴岡市(渋谷 1994) 、山形県山形市(渋谷 1999、竹田 2004) 、
秋田県(長津 1999) 、宮城県仙台市(小林 2004) 、山形県東根市、秋田県平鹿町、岩手県盛岡





































4) 小林 (2004) は仙台市方言のケをすべて「思い出し」の枠内で解釈しており、「報告J とい
う用法は認めていない。しかし、「太郎は今日、 2 時間も勉強をしたッケよj という文は、
自分の目撃した事態を聞き手に伝えるものであり、「報告j に近い意味を持つように考えら
れるe







まず (18) (19) の倒を見る。
(18) そういえば、今日はみんなで芋煮会に行グンダッケ。
(1 9) あれ、誰と芋煮会に行グンダ、ツケ? 【ノダ+文末詞ケ】
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(31) *俺、これから仙台に行グンダッケガ? 【Yes-No 疑問文】















ノダヲケは、 (37) .. (39) のように先行する文脈に対してその事情や意味づけを説明し
たり、 (40) (41)のように後の文脈の前置きを述べたりする場合に使われる。 (~7) では「パ
ーティーを休むj ことの背景的な事情を説明するために f腹が痛いJ ということを、 (40)



















(45) A: 1 たす 1 は何だ。
B: #2 ナンダッケ。
また、ノダッケによって提示されるのは、聞き手にとって未知と話し手が考えている情

















5.2. 1. rのだj の用法
ここでは、ノダの用法を考えるにあたって、共通語の fのだj に関する論を参照枠とし
て用いる。共通語の「のだJ については、関野村 (1990; 1993) や野田(1997) が主な立場
として挙げられるが、本稿では、用法をより細かく分類しており、参照枠として使いやす
いと判断した野間(1997) の枠組みを参考にする。
野田(1997) によれば、共通語の fのだj は、「ムードの「の・だ11 と「スコープの「の
だJJ に分かれる。















表 1 野田論文におけるムードの fのだJ の枠組み(野田 1991:61 より)
対事的ムードの[のだj 対人的ムードの fのだJ
関係づけ P の事情・意味として P の事情・意味として
Q を把握する Q を提示する
非関係づけ Q を(規定の事態として) Q を(規定の事態として)
把握する 提示する

























例: í明日は仕事にイグンダガイ?J /共通語 H行くんだかい1
























































(75) 大学はあきらめてくれ。実はうちは貧シー{ンダ/ンダッケ}o (=47) 
5.2.4. ノダとノダッケの違い

















て未知と話し手が考えている情報を提示する。 一 (=42) 
5.3. 韻話的な特徴
ここでは、ノダッケが実際の談話で持つ特徴について、ターンの維持 (~5ふ1.)、開き手






















(82) のように、ただの f質問一回答J という形では文脈との関係づけが希薄でノダッケ
が使えない文も、 (83) のように次々と発話が続く形なら使用が自然になる。
(82) 保母:君は将来何になるの?

















このような場合も、 5.3.l.で述べたのと同様の解釈ができる。つまり、 (86) の次郎の発話で
も、 fお前に言いたいことはたくさんあるj という態度、より具体的に言えば f実際にはこ
































て未知と話し手が考えている情報を聾示する( ~ 5.1九 (=42) 
ノダッケは、ノダと同じく説明づけに関わる表現だが、ノダよりも使われる用法は限られ
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